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論 文 内 容 の 要 旨
1論 文の目的および意義
本論文はわが国における代表的な固有産業である漆器工業の近世期における生産 ・流通構造を
明 らかにし、それが庶民産業 として展開する条件と過程 とを分析 しようとしたものである。


















点にあるのであって、これ らの残 された本質的な側面である漆器産業の生産 ・流通構造を明らか
にすることを当面の目的とす る。
2論 文 の構 成
以一ヒの研究目的の達成 のたあには、まずわが国における漆器工業の全発展系列の中で、それが








である町方 ・在方 として対置され る二つの在り方においてとらえ、城下町工業の代表としての会
津漆器業(第 一章)、 在町工業の代表としての輪島漆器業(第 二章)、 農村工業の代表としての
川連漆器業(第 三章)の それぞれの場合の展開と構造を明 らかにする。
ついで第二編において、第一編における近世漆器工業の展開の個別例のほか、わが国内著名産
地における漆器産業の実態をもあわせ、漆器業者の漆器経営の実態(第 四章)や 生産構造(第 五
章)、 あるいは流通構造(第 六章)な どの諸点から、近世漆器工業の構造を明 らかにする。


















町 ・在郷町 ・農村の場合について、会津若松(第 一章)・ 能登輪島(第 二章)・ 羽州川連(第 三















第五章 においては、第一編と第二編第四章の成果をふまえなが ら、さらに駿府 ・黒江 ・山形 ・
米沢 ・木曽平沢 ・能代 ・津軽藤崎などの場合を含めて、近世期における漆器産業の生産構造を、
椀か ら膳生産への発展、椀師作業工程絵図による生産工程の復元とその推移、な らびに地方的特





領内流通 ・領外移出、さらに大坂 ・江戸 ・諸国城下町 ・農村などのいわゆる塗物市場の両面か ら
追求 し、塗師による行商方式による独特の流通形態 と、椀無尽 ・椀講などの形による市場開拓の
具体相を明 らかにするとともに、専業商人による販売方式の追求を行なった。その具体相を、山
形塗物店株仲間か ら黒江塗師方、さらに会津若松における江戸出 ・大坂出 ・諸国出塗商人株仲間、
や地店塗商人株仲間、また黒江や駿府における塗物江戸積仲間、あるいは江戸における十組問屋仲聞塗物店組・
大坂の江戸積問屋仲間塗物店組などの場合の商人仲間の結成とその組 織や機能の諸点か ら明 らかに した。
ついで、これ らの地方荷主と江戸塗物問屋 との間の具体的な塗物の流通関係を、江戸塗物問屋黒
江屋太兵衛店の経営分析を軸としなが ら、駿府 ・黒江塗物商人 との取引関係や、江戸塗物問屋と会














市場におけ る会津 ・紀州 ・日野ものその他の諸国産塗物 の流通、18世 紀後半における江戸塗
物閥屋黒江屋の諸国ものの買入れ、あるいは19世 紀前半の文化か ら天保期にかけての輪島漆
器の販路が、京 ・大坂 ・播州 ・名古屋にわたる中央地域か ら、北は津軽から南は筑前博多に至
る裏 日本各地域に及び、その移出額が生産額の過半を占めるに至 っていること、また文政か ら
、 嘉永期にかけての川連漆器 が、由利 ・庄内 ・最上 ・仙台 ・南部などの隣接諸地域か ら、遠 く彦
根 ・京 ・大坂 ・播州 ・備中 ・丹後に及び、山中漆器が販路を京都 に開いたのが寛政期であるこ
となどは、すでに遅 くとも化政期か ら天保期までにかけ、まず町方漆器業、ついで村方漆器業















(4)漆 器流通の手段として特異なのは、生産者である塗師屋 自身の行商による需要 ・市場の開拓
であり、 また椀無尽 ・椀講などと称 される需要者の組織化である。これ らの塗師屋の地味な努
力によ って、それぞれの産地 ・塗師屋に特有な市場が形成される。このような場合、漆器産地
の中核となるのは塗師屋であり、いわゆる職人型の産地構造をとる。輪島や川連において特徴












について、蒐集 し得る限りの史料によ って明 らかにしている。漆器業の成立 と風土的な条件との
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関係についても的確な考察がなされている。第二編 「近世漆器工業の展開」では、近世漆器工業
の全般についての研究が進め られている。まず第四章 「漆器業者の経営」では、僅かに残 る会津 ・




なものか ら複雑なものまでの種 々な組合せを指摘 している。第五章 「漆器工業の生産形態」では、
各地の事例を豊富に集めて、その生産が椀か ら膳に発展 したことと、そこに地方的な特質のある
ことを考察 し、さらに職人仲間の構造や機能と生産技術の問題に論及 している。第六章 「流通構
造」の研究では、塗物商人の実態と領内外の塗物市場の両面から追求 し、さらに専業商人による
販売方式や、商人仲間の結成 とその組織 ・機能を考察 し、これをもとと して、地方荷主 と江戸塗
物問屋との取引状況を解明 した。最後に安政の開国とくに横浜の貿易が塗物の海外輸出にあたえ
た影響の大きか ったことを指摘するとともに、その本格的な影響を明治中期にあったとしてい る。
以上の叙述を通 して、論者はこの漆器業が産業として確立 したのは、化政期か ら天保期にかけ
てであり、まず町方漆器業、ついで村方漆器業において特産地が成立 し、広汎な国内市場を対象





ても、これを生産 ・経営 ・流通の各方面から全国的な視野にもとづき、総合的に考察した研究 は ・
これまでほとんどあらわれていなかったといってよい。論者が漆器産業の代表的な類型 として、









が、これ らの点 は、近世工業史の本質にせまる貴重な研究 と.いうべきであろう。さらに論者は、
文6
山形塗物店昧仲 間や江戸にある黒江の塗物問屋の経営分析をおこない、江戸塗物問屋と会津の江
戸出塗物仲間との出入一件を解明することによ って、江戸 ・大阪と各地の漆器問屋 との取引関係
を明らかにし、近世の流通史に興味ある問題を提供 している。漆器工業の究明には技術的な分析
を必要 とする面が少 くないが、これについても、論者は椀師の作業工程を絵図によって復元する
など、慎重な配慮をめぐらしている。ただ本書の叙述において、第一編と第二編との間に重複が
見 られ、整理統一に不充分な点が多少見受け られる。また、他産業との比較研究がやや手薄であ
ることなど、今後の補正を要する点もないわけではない。 しかし本論文が日本固有工業の解明に
劃期的な意義をもち、近世産業史の研究に多大の寄与をなすことは、疑をいれない事実である。
なお上記委員は、提出者が大学院博士課程修了者と同等以上の学力を有することを確認 した。
以上の理由をもって、本論文の提出者は、文学博士の学位を授与されるに充分の資格をもつも
のと認め られる。
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